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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護，思想、の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され、

以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第406集として、新

東京国際空港公団の新東京国際空港建設事業に伴って実施した成田

市十余三稲荷峰東遺跡(空港Nu66遺跡)の発掘調査報告書を刊行

する運びとなりました。

この調査では、旧石器時代から中・近世の遺構や遺物が出土する

など、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また文化財の保

護・普及のための資料として広く活用されることを願っておりま

す。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成 13年3月31日

財団法人千葉県文化財センター

理事長中村好成



凡例

1 本書は、新東京国際空港予定地内の成田市十余三字稲荷峰151・29他に所在した十余三稲荷峰東遺跡

(空港Nu66遺跡)の発掘調査報告書で、新東京国際空港関連の発掘調査報告書の第XVI集にあたるもの

である。

2 発掘調査から報告書作成に至る業務は、新東京国際空港公団の委託を受け、千葉県教育委員会の指導

のもとに、財団法人千葉県文化財センターが実施した。

3 調査で使用した遺跡のコード番号は211・025である。

4 発掘調査は昭和57年度に実施し、整理作業は昭和58年度、平成11・12年度に実施した。

5 発掘調査及ぴ整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

6 本書は調査部長沼津 豊、東部調査事務所長三浦和信・折原 繁の指導と助言のもとに、主席研究員

宮 重行・空港調査室長鳴田浩司・上席研究員大榔一実・研究員永塚俊司が執筆し、永塚が編集した。

本文の執筆分担は以下のとおりである。

宮重行第3章、第5章縄文時代

鳴回浩司第4章

大榔一実第3章第 1節 1・2

永塚俊司第1章、第2章、第5章旧石器時代

7 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

8 本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第2図 新東京国際空港公団発行 112.500 新東京国際空港平面図5・6・8・9

第3図 国土地理院発行 1125.α泊地形図「新東京国際空港J(NI-54-19-10-1)、「成田J(NI・54-Hト10-3)

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

10 本書に収録した遺物及ぴ記録類は、当文化財センターで保管している。

11 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、下記の諸機関・諸氏から多くのご協力・ご指導をいただいた。

それぞれ記して謝意を表する(順不同)。

千葉県教育庁生涯学習部文化課、成田市教育委員会、新東京国際空港公団の関係者各位



本文目次

第1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

2 調査の方法と成果 ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

第2節 遺跡の位置と周辺遺跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

第3節 基本層序 ....・H ・...・H ・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

第2章旧石器時代...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 9

第1節概要 ...............................................................................................................9

第2節石器集中地点…...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・..10

第3節石器集中地点外...・H ・..…....................................................................................26

第3章 縄文時代 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

第1節遺構と遺物...・H ・...............................................................................................33

第4章中・近世…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..41

第1節 遺構と遺物 ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

第5章まとめ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……47

報告書抄録

挿図目次

第1図 グリッド呼称図...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..……2 第15図石器集中3 出土石器(3 )…...・ H ・..…18

第2図周辺地形と遺跡範囲 …....・ H ・..… H ・H ・..3 第16図石器集中3 出土石器(4) ...・ H ・..……19

第3図確認調査範囲と本調査範囲 ...・ H ・...・ H ・.4 第17図石器集中 3 出土石器(5) ...・ H ・..……20

第4図検出された遺構 …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..5 第18図石器集中4 出土状況と出土石器……21

第5図周辺の遺跡...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..… 7 第19図石器集中 5 出土状況...・ H ・H ・H ・..……23

第6図基本層序...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・-…8 第20図石器集中5 出土石器...・ H ・..…...・ H ・..24

第7図石器集中地点 …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…9 第21図石器集中6 出土状況と出土石器……25

第8図石器集中 1 出土状況と出土石器 ……11 第22図石器集中7 出土状況と出土石器 ……25 

第9図石器集中2 出土状況...・ H ・..…...・ H ・..12 第23図石器集中地点外出土石器...・ H ・H ・H ・..26

第10図石器集中2 出土石器(1 )……....・ H ・.13 第24図炉穴・陥穴(1) ...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..34

第11図石器集中2 出土石器(2 )・……...・ H ・.14 第25図陥穴(2) ...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..35

第12図 石器集中3 出土状況と主な石器 ……15 第26図縄文土器グリッド別出土状況 ...・H ・..…36

第13図石器集中3 出土石器(1) ...・ H ・..……16 第27図出土土器...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..39

第14図石器集中3 出土石器(2 )……...・ H ・..17 第28図出土石器……...・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・-…40



第29図炭窯・土坑...・H ・....・H ・-…H ・H ・....・H ・"'42 第32図銭貨(2 )…...・H ・..…...・H ・.....・H ・...・H ・'45

第30図溝1・3 ・H ・H ・...・H ・.，…....・H ・......・H ・"43 第33図溝2 ・H ・H ・...…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.46

第31図銭貨(1) ...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・'44 第34図出土遺物...・H ・.....・H ・..…H ・H ・...・H ・-…'49

表目次

第1表周辺遺跡一覧…...・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・.6 第6表石器集中地点石器観察表(4) ....・H ・.31

第2表石器集中地点石器組成表...・H ・..26・27 第7表石器集中地点外石器観察表...・H ・...・H ・.32

第3表石器集中地点石器観察表(1) ....・H ・.28 第8表縄文石器観察表...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.38

第4表石器集中地点石器観察表(2 )・H ・H ・"29 第9表銭貨一覧...・H ・..…...・H ・......・H ・H ・H ・....45

第5表石器集中地点石器観察表(3 )・……"30

図版目次

巻頭図版

図版1 航空写真 図版10 石器集中 3 出土石器(3 ) 

図版2 石器集中地点 1-3 図版11 石器集中4 出土石器

図版3 石器集中地点4-7・集中地点外 石器集中5 出土石器

図版4 縄文時代炉穴・陥穴 図版12 石器集中6 出土石器

図版5 中・近世土坑・炭窯・溝1 石器集中7 出土石器

図版6 中・近世溝2・3 石器集中地点外出土石器

図版7 石器集中 1 出土石器 図版13 縄文時代 出土土器

石器集中2 出土石器 図版14 縄文時代 出土石器

図版8 石器集中3 出土石器(1 ) 図版15 銭貨(1 ) 

図版9 石器集中3 出土石器(2 ) 図版16 銭貨(2 ) 



第1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

財団法人千葉県文化財センターでは、新東京国際空港予定地内及び関連事業地内に所在する遺跡につい

て、千葉県教育委員会の指導のもとに、新東京国際空港公団の委託により、昭和51年度から計画的・継続

的に発掘調査を実施してきている。また、これらの発掘調査成果の一部は既に報告書として刊行されてい

る。

今回報告する十余三稲荷峰東遺跡(空港Nu66遺跡)についても、千葉県教育委員会が新東京国際空港公

団と遺跡の取り扱いについて慎重に協議した結果、記録保存の措置がとられることとなった。そこで、当

センターは新東京国際空港公団と発掘調査の実施について調整を行い、新東京国際空港建設事業地内埋歳

文化財調査業務として昭和57年度に発掘調査を実施することになった。その後年度計画に基づき、昭和58

年度・平成11・12年度にわたって断続的に整理作業を実施した。各年度毎の実施内容及び担当職員は下記

のとおりである。

〔発掘調査〕

調査期間昭和57(1982)年4月19日~昭和57(1982)年5月27日

昭和57(1982)年10月4日~昭和57(1982)年12月23日

調査対象面積 15，l65m' 確認調査面積:400m' 上層本調査面積:2.600m' 下層本調査面積:1.350m' 

担当 者調査部長白石竹雄

班 長西山太郎

調査研究員 雨宮龍太郎・川島利道〈確認調査〉

西口 徹・麻生正信 〈本調査〉

〔整理作業〕

昭和58年度

整理期間 昭和58(1983)年4月1日~昭和59(1984) 3月31日(他の遺跡とあわせて実施)

整理内容水洗・注記

担当 者調査部長白石竹雄

班 長西山太郎

平成11年度

整理期間平成11(1999)年6月1日~平成11(1999)年7月31日

平成11(1999)年11月1日~平成12(2000)年3月31日

整理内容 記録整理から水洗・注記を除く原稿執筆まで

担当者調査部長沼津豊

東部調査事務所長 三浦和信

噌

E
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主任研究員宮重行

空港調査室長鳴回浩司

研 。~ 員大榔一実

技 師永塚俊司

平成12年度

報告書刊行

担 当 者調 査 部 長沼津豊

東部調査事務所長折原繁

空港調査室長鳴回浩司

2 調査の方法と成果

発掘調査を始めるにあたり、調査対象区域に公共座標に合わせて、 50mx50mの大グリッドを設定した。

さらに、その大グリッド内を 5mx5mに分割し、 100個の小グリッドとした。大グリッドは北から南へ

0， 1， 2， 3・・・・・・、西から東へA，B， C・・・・・・と記号をつけ、小グリッドについては北から南へ00，

10， ・・・・， 90、西から東へ00，01，・・・・， 09と番号をつけ、これ等を組み合わせて呼称することにした

(第1図)。

調査対象面積は15，l65m'であるが、遺跡範囲の見込み面積5.000m'の 8%にあたる400m'について確認調

査を行った。調査期間は昭和57年 4月19日から昭和57年 5月27日である。確認調査面積は対象面積に対し

て実質約2.6%であり、けっして十分な面積とは言えないが、確認グリッドを効果的に配することにより、

遺構・遺物の捕捉に努めた(第3図)。

確認調査の結果、上層2.6oom'、下層1，350m'について本調査を実施した(第3図)。上層については、溝

等の遺構の拡張により2.600m'を越える広範囲の調査を実施した。調査期間は昭和57年10月4日から昭和

57年12月23日である。主な調査成果は以下のとおりである(第4図)。

旧石器時代の遺構は、舌状台地先端部に近い平坦地で石器集中地点7か所が検出された。いずれもソフ

トローム層中 (m層中)に包含されるものである。確認調査面積が周辺遺跡と比較して充分とは言えない

状況であり、ハードローム層 (VI層)以下の石器群が捕捉できなかった可能性も指摘される。

頁岩を素材とした周縁加工の尖頭器を特徴的に伴う /す¥

石器群を主体とし、他に細石刃石核を伴う石器集中地 U司ノ

点がある。

縄文時代の遺構は、炉穴1基・陥穴7基を検出した。

グリッド一括資料では少量ではあるが、早期から晩期

にかけで、土器の破片資料を得た。

中・近世では、舌状台地を縦断するように数条の溝

を検出した。溝は十余三稲荷峰遺跡(空港Nn67遺跡)

へと続く大規模なもので、数回の掘り直しが確認され

た。溝の覆土内からは30枚の銭貨がまとまって検出さ

れた。

A 
。。01 02 03 04 05 06 07 08 09 
10 11 

20 22 

30 33 

5 
40 44 

50 55 

60 66 

70 77 

80 88 

90 99 

。

50m 

第1図 グリッド呼称図

内

4



第 2図周辺地形と遺跡範囲
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第2節遺跡の位置と周辺遺跡

十余三稲荷峰東遺跡(空港Na66遺跡)は成田市十余三字稲荷峰151・29他に所在する(第5図)。空港建

設予定地内では、平行(暫定)滑走路北端にあたる。遺跡は、現在の利根川へ北流する尾羽根川の源流域

に突出する標高約40mの舌状台地上にある。

周辺地域は、利根川へ北流する河川|と九十九里方面へ南流する河川の分水界が走り、全体としては比較

的広い平坦な台地の広がりを見ることができるが、源流域では八つ手状に開析を受けた台地が密集する。

遺跡はそのような開析を受けた舌状台地上に立地するのが一般的で、本遺跡も例外ではない。

隣接する遺跡では、本遺跡の西側に十余三稲荷峰遺跡(空港Na67遺跡)がある。尾羽根111と取香川の源

流域に挟まれた回廊状の台地に広がるこの遺跡からは、旧石器時代と縄文時代早期を中心とした遺構・遺

物が大量に検出された。旧石器時代の石器集中地点は立川ローム層中から大小30か所前後が広範囲に分布

し、長期間にわたって断続的にこの地域が利用されたことがわかる 1)。特に、細石刃石器群は資料的に充

実したものであり注目される 2)。縄文時代早期には、沈線文土器と条痕文土器を伴う多数の遺構群をはじ

め、良好な土器包含層が検出された 3)。また、近世には牧として利用され、周辺地域は矢作牧の一部に当

たり、関連遺構とされる溝状遺構が遺跡内を縦横に走っている。十余三稲荷峰東遺跡の中央を走る溝もこ

れに連続する。

一つ谷を挟んでさらに西側には、取香川の源流域に面した十余三稲荷峰西遺跡(空港Na68遺跡)がある

4)。旧石器時代では第2黒色帯から環状ブロックが2か所検出された。そのうち 1地点は調査区外に分布

が広がっていたが、平成12年度の調査で、これに連続する石器集中地点が確認された。縄文時代早期の三

戸式を主体とした沈線文土器と条痕文土器を中心に、土器包含層が台地縁辺部に検出された。竪穴状遺

構・陥穴・炉穴をはじめとした遺構群と、土器包含層・石器集中地点との関係も興味深い。土器について

は全体として十余三稲荷峰遺跡における様相と酷似する。

十余三稲荷峰遺跡を中心としたこれらの 3遺跡は、一つの大きな「遺跡群Jとして捉える見方も可能で

あり、本遺跡がその一端を形成していると位置づけられる。

本遺跡周辺には、他にも多くの遺跡が存在するが、すでに刊行された空港予定地内の報告書を参照して

いただきたい 5)。

第1表周辺遺跡一覧
空港予定地内の遺跡 19 古込朝日台遺跡 (空港No.13遺跡) 37 来光台第3遺跡

1 十余三稲荷峰東遺跡 (空港Nu66遺跡) 20 木の根拓美遺跡 (空港Nu6遺跡) 38 来光台第2遺跡

2 十余三稲荷峰遺跡 (空港Nu67遺跡) 21 古込込前遺跡 (空港ぬ22遺跡) 39 来光台第 1遺跡

3 十余三稲荷峰西遺跡 (空港No.68遺跡) 22 駒井野横谷津遺跡 (空港No.17遺跡) 40 大安場遺跡

4 天神峰奥之台遺跡 (空港Nu65遺跡) 23 天浪大里遺跡 (空港No.18遺跡) 41 十余三稲荷峯E遺跡

5 天神障最上遺跡 (空港Nu64遺跡) 24 天浪浪丘遺跡 (空港Nu19遺跡) 42 十余三四本木E遺跡

6 東峰西笠峰遺跡 (空港Nu63遺跡) 25 駒井野新田遺跡 (空港ぬ20遺跡) 43 十余三四本木I遺跡

7 取香和田戸遺跡 (空港Nu60遺跡) 26 駒井野新堀遺跡 (空港Nu21遺跡) 44 十余三瓜生池E遺跡

8 東峰御幸畑西遺跡 (空港Nu61遺跡) 空港予定地外の遺跡 45 十余三瓜生池I遺跡

9 東峰御幸畑東遺跡 (空港No.62遺跡) 27 一鍬回甚兵衛山遺跡 46 十余三円妙寺E遺跡

10 古込遺跡 (空港Nu14・55・56遺跡) 28 台ノ田 E遺跡 47 野毛平埴出遺跡

11 一鍬田甚兵衛山北遺跡 (空港No.11遺跡) 29 駒井野荒迫遺跡 48 野毛平木戸下向山遺跡

12 一鍬回甚兵衛山南遺跡 (空港Nu12遺跡) 30 駒井野西ノ下遺跡 49 新泉遺跡

13 一鍬田甚兵衛山西遺跡 (空港Nu16遺跡) 31 駒井野城 50 土室林第 1遺跡

14 香山新田新山遺跡 (空港No.10遺跡) 32 堀之内遺跡群 51 土室長山第 1 (林北)遺跡

15 香山新田安戸台遺跡 (空港No.9遺跡) 33 堀之内宮ノ台遺跡 52 成毛合台第 2 (関野台)遺跡

16 香山新田念仏面遺跡 (空港Nu8遺跡} 34 長田砦 53 成毛右回第 1遺跡

17 香山新田金沢台遺跡 (空港No.15遺跡) 35 新堀第2遺跡
18 香山新田中横堀遺跡 (空港Nu7遺跡) 36 新婚第 1遺跡
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第3節基本層序

下層確認グリッドの土層断面図を第6図に掲載した。発掘時の土層説

明がないが、当時、空港予定地内の発掘調査で一般的に行われていた土

層細分である。層名は現在の標準土層 6)に対応させた。標準土層では、

羽層をなるべく薄く捉え、それ以下を第2黒色帯とするため、本遺跡で

見られるVI層の下半部の大半は、標準土層の四層に相当するものである

可能性が高u、。

I 層 耕作土

n c層 漸移層

E 層 ソフトローム層

39.0m 

38.0m 

3111北壁土層断面

I層

llc層

E層

N-V層

羽層

w-医層

X層

XI層

N-V層 ハードローム層(下半部は第1黒色帯に相当する) 第6図基本層序

羽 層 AT包含層(下半部は第2黒色帯上部の一部に相当する)

咽~医層第2黒色帯

X 層 立川ローム最下層

XI層 武蔵野ローム最上層

注1 永塚俊司 2000 129 新東京国際空港予定地内遺跡群Jr千葉県の歴史 資料編考古 1 (旧石器・縄文)j(財)千葉
県史料研究財団

2 森本和男 1992 1コンビューターによる細石器遺跡の分析H研究連絡誌』第34号制千葉県文化財センター
3 石橋宏克 1988 1新東京国際空港Nu67遺跡出土の三戸式土器Jr研究連絡誌』第22号僻千葉県文化財センター
石橋宏克・麻生正信 2000 1101 十余三稲荷峰遺跡(新東京国際空港Nu67)Jr千葉県の歴史 資料編考古 1 (旧石
器・縄文)j (財)千葉県史料研究財団

4 宮 重行・永塚俊司 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書E一十余三稲荷峰西遺跡(空港Nu68遺
跡)一.1(財)千葉県文化財センター

5 上記以外で

西野元他 1971 r三里塚新東京国際空港用地内の考古学的調査.1(財)千葉県北総公社
宮重行・池田大助他 1981 r木の根.1(財)千葉県文化財センター
野口行雄 1983 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書mNu14遺跡』向上
西川博孝他 1984 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N-Nu 7遺跡一』向上
川島利道・雨宮龍太郎 1985 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V Nu2遺跡 Nul0遺跡』向上
新田浩三他 1993 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書四南三里塚宮因遺跡 木の根拓美遺跡香山新田中
横堀遺跡J向上

宮重行・新田治三他 1994 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書珊 取香和田戸遺跡(空港Nu60遺跡).1向上
新田浩三 1995 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書区一一鍬回甚兵衛山北遺跡(空港Null遺跡)一』同上
横山仁他 1997 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X 一天神峰奥之台遺跡(空港Nu65遺跡)一』向上
平野雅一・永塚俊司 1999 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書E一束峰西笠峰遺跡(空港Nu63遺跡)ー』
向上

宮重行・麻生正信・永塚俊司 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X皿一束峰御幸畑西遺跡(空港Nu61
遺跡)一』向上

6 島立 桂・新田浩三・渡辺修一 1992 1下総台地における立川ローム層の層序区分一平成 2・3年度職員研修会か

ら一Jr研究連絡誌J第35号向上
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第2章旧石器時代

第1節概要

本遺跡では立川ロームE層(ソフトローム)上部を中心に 7か所の石器集中地点が検出された(第7図)。

層位的に明確に分離する根拠がないためここでは、文化層を設定せず、石器集中地点毎に報告を行う。

石器集中 1-4は周縁加工の尖頭器が特徴的で、主な石材には珪質頁岩と黒曜石を用いている。

出土石器の総点数は各地点合算で151点を数える。本遺跡で最も充実した内容をもっ。

石器集中 5は安山岩を主体とした石器群であるが、チャート製の小型ナイフ形石器を伴う。出土石器点

数は23点である。石器集中 1-4とは分布域がやや離れる。

石器集中 6は黒曜石製のナイフ形石器を伴うが、出土石器点数が3点と零細である。

石器集中 7はチャート製の細石刃石核を伴うが、出土石器点数が5点と零細である。

ι一一|

2100 

'r..・ dZ24・J1-.唖4jrF ・ F伺碕回

.. .---aM.屯- ..  
一 . . . . . . 

. . . . 十フj石器集中1 . . 
一--t-「ーー

石器集中7

「門 一て
「ーー 「

「ー 一 石器集中5 「一

.・・ . . 、. . . ...‘'.t . . 
ャー一. . 「一 . 
. 

ト一一一ト一一 ドト一回 一ト一一一一 ト一一
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第7図石器集中地点(小グリッド 5m四方)
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第2節石器集中地点

1 石器集中 1 (第8図、第2・3表、図版2・7)

石器集中 2の西側外縁部に散在するものを一括した。石器集中地点の中で最も谷寄りに立地する。

径7mの範囲に散漫に広がる。出土層位はE層上部である。

尖頭器3、削器1、使用痕のある剥片 1、剥片2点の合計7点が出土した。トウールの割合が高い。 1

は幅広の剥片を横位に用いた、周縁調整の尖頭器である。先端部は欠損している。 2は本遺跡の中では比

較的大型の剥片を縦位に用いて、周縁に急角度調整を施した尖頭器である。素材剥片の主要剥離面にある

打癌部は平坦剥離により減じられている。 3は末端がヒンジフラクチャーを呈した剥片を縦位に用いて、

周縁に急角度調整を施した尖頭器の基部片である。先端側は欠損している。 6は素材剥片の打面側を折断

し、側縁に急角度調整を施した資料である。削器としたが、折断面を基部に設定した周縁調整の尖頭器未

製品の可能性が高し、。

石材は珪質頁岩A (6点)を主体に、珪質頁岩(1点)が伴う。

本報告では、珪質頁岩について、類似した特徴を一定数もつものとしてA.Bの2種類を抽出した。珪

質頁岩Aは薄茶色を中心にクリーム色に近いものからやや濃いチョコレート色を呈したものを指す。珪質

頁岩Bは黒色に近い濃紺色を呈するものを指す。後者についてはすべて同一母岩の可能性が指摘される。

本地点、では検出されていないが、他に大別分類した石材に安山岩がある。いわゆる「ガラス質黒色安山

岩」を安山岩A、いわゆる「トロトロ石」を安山岩Bとした。

この大別は以下、すべての石器集中地点に共通のものである。

2 石器集中 2 (第9図-11図、第2・3表、図版2・7)

台地縁辺の谷地へと傾斜する手前の平坦地に立地する。

平面分布は南北5m、東西7mの範囲に比較的まとまりをもって広がる。出土層位はE層上部である。

尖頭器1、削器1、調整痕のある剥片6、使用痕のある剥片5、剥片15、砕片4、石核2、喋片2点を

含む合計36点が出土した。 1は薄手の剥片を縦位に用いた周縁調整の尖頭器である。最大幅は器体中央よ

りもやや下位に位置する。基部端は尖頭状を呈する。先端部は欠損している。 3は平坦剥離により尖頭部

を作出した削器である。調整痕のある剥片は 6点あるが、調整は周縁調整の尖頭器と同様のものであり、

特徴的である。また、使用痕のある剥片も合わせて、ある程度の大きさをもっ剥片は悉く使用されている

という印象を受ける。未使用石器と使用石器は分布域も大きく 2か所に分かれる。前者は集中部やや南西

側、後者は集中部やや北東側である。

2は石刃素材の石核とした。石刃背面に見られる上位からの剥離痕は、折断面からのものではない。下

位からの剥離面は主要剥離面側への剥離によって切られている。石刃の両側縁にはやや不揃いな剥離痕が

断続的に連続している。最終的には掻・削器的な使用がなされたものである可能性が高い。

石材は黒曜石 (22点)、珪質頁岩A (12点)を主体に、粘板岩・泥岩を伴う。珪質頁岩Aには被熱によ

る剥落痕をもっ資料も見られる。

3 石器集中 3 (第12図-17図、第2・3表-6表、図版2・8-10) 

平面分布は径約5mの範囲に、比較的密集した状況を示している。出土層位はE層上部を中心とする。

尖頭器5、彫刻万形石器1、模形石器剥片 1、調整痕のある剥片7、使用痕のある剥片20、剥片50、砕
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片10、石核3、敵石 1点の合計98点が出土した。本遺跡で、最も充実した内容をもっ石器集中地点である。

1-5は周縁調整が施された尖頭器である。 1は端部がヒンジフラクチャーを呈した剥片を縦位に用い、

周縁に急角度調整を施している。先端部に位置する打癌部には平坦剥離が施されている。 2はやや幅広な

剥片を斜位に用い、周縁に急角度調整を施して先端を対称的に仕上げている。基部には未調整の部分もあ

る。主要剥離面の打癌部は最初に剥取され、除去されている。 3はやや薄い剥片を斜位に用い、周縁に急

角度調整を施している。基部形状は欠損のため不明で、ある。 4は薄い縦長の剥片を縦位に用い、先端部を

中心に急角度調整を施している。先端は欠損している。 5は先端・基部とも欠損した周縁調整が施された

尖頭器である。 6は樋状剥離を有する尖頭状の彫刻万形石器である。基部側が欠損しているため、全体形

状は不明で、ある。樋状剥離は右側縁に施され、剥離面から器体への微細な調整が施されている。比較的厚

めの扇平な剥片を素材とし、平坦剥離は器体中央に及ばないものがほとんどである。 12・26・31・34・

36・37は調整痕のある剥片である。周縁調整の尖頭器と同様の急角度調整が施された資料が比較的目立つ。

使用痕のある剥片は20点が出土し、剥片の使用頻度は高い。

石核は 3点ある。 41は角喋状の黒曜石を用いている。打面調整を施さず、打面転位を繰り返しながら剥

片剥離を進めている。 42も打面調整の施されない平坦打面から剥片剥離を試みているが、ヒンジによって

途中で止まってしまっている。得られる剥片は小型である。もう 1点は接合資料1に含まれる。

接合資料は4個体がある。接合資料1は石核 (7-9 + 11) と剥片 (10)の接合資料である。石核はそ

の後、大きな剥片が剥がされることによって 2分割される。大型剥片 (7-9)はさらに 3つに分離して

しまっている。核部分 (11)はさらに剥片剥離が試みられたのか、掻器状の刃部形成を目的としたもので

あるのかよく分からないが、分割後の剥離痕が観察される。

砂岩製の敵石が1点検出されているが、蔽打痕はあまり顕著ではない。

石材構成は黒曜石 (41点)、珪質頁岩A (27点)、珪質頁岩B (27点)が主体を占め、チャート・砂岩が

これに若干加わる。尖頭器には珪質頁岩を主体的に用いている。珪質頁岩・黒曜石ともに本地点において

若干の母岩消費が見られるが、あくまで小規模なものである。
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4 石器集中 4 (第18図、第2・6表、図版3・11)

平面分布は径3mの範囲に収まる。調査区の際からの出土であり、調査区外に分布域が延びていた可能

性が高いが、道路により削平されているため、不明である。出土層位はE層中である。

出土石器は、彫刻万形石器1、調整痕のある剥片1、剥片6、砕片2点の合計10点で構成される。

1は彫刻万形石器である。縦長の剥片を縦位に用い、打面側の右肩に一枚、剥片端部に 1枚の樋状剥離

痕が観察される。 2は黒曜石製の調整痕のある剥片である。右側縁に急角度調整が施されている。

石材は珪質頁岩Aが大半を占め、黒曜石が1点加わる。
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5 石器集中 5 (第19・20図、第2・6表、図版3・11)

石器集中 1-4が並ぶ地点から約20m離れた台地平坦部に立地する。分布状況は東西10m、南北5mの

範囲に散漫に広がる。出土層位はE層上部である。

出土石器はナイフ形石器1、調整痕のある剥片3、剥片16、砕片2、石核1点の合計23点である。

1はチャート製の小型のナイフ形石器である。刃部の一部は欠損しているが切り出し状を呈していたと

思われる。基部は急角度調整により尖頭状に仕上げられている。形態的によく似た資料が石器集中地点外

で採集されている(第23図6・7)0 7は下端部に調整痕が施された剥片である。扇平喋の分割片状の剥

片に両極打が施されたような剥離痕をもっ。 11も調整痕のある剥片である。安山岩製でノッチ状に粗い調

整が施されている。 10はチャート製の石核である。扇平な柱状を呈した原石の分割面を作業面に設定して

いる。上下両端から剥離痕が観察される。

石材は安山岩Aを主体とし、これにチャート・凝灰岩・安山岩B・流紋岩が加わる。母岩消費の対象は

安山岩Aのみであるが、小規模なものである。

6 石器集中 6 (第21図、第2・6表、図版3・12)

黒曜石製のナイフ形石器1、安山岩製の剥片 1点の合計2点が出土した。 2点は約5m離れた位置から

検出された。出土層位はE層である。

ナイフ形石器は基部側は欠損している。素材剥片を縦位に用い、先端左側縁に調整を施している。

7 石器集中 7 (第22図、第2・6表、図版3・12)

平面分布は径2mの範囲に収まる。 E層上部から検出された。

出土石器は細石刃石核2、剥片2点がある。 1は焦げ茶色を呈したチャートを用いた細石刃石核である。

同一母岩の剥片が1点あるが接合はしない。打面は両設で、上設打面は作業面に対して直角に近い角度を

保ち、作業面側からの打面調整が施されている。下設打面は急角度のもので打面調整が施されている。下

設打面から上設打面へ転位している。 2は淡い薄緑色のチャートを用いた細石刃石核で、作業面が下端か

ら大きく剥取されている。 3は右側縁に微細剥離痕をもっ剥片である。

3は石器集中3に特徴的な珪質頁岩Bと同ーのものであり、本来的には細石刃石核と同一時期のもので

はないと考える。
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第3節石器集中地点外(第23図、第7表、図版12)

石器集中を形成しない単独出土のものとグリッド一括資料を取り上げる。

1は珪質頁岩Aを用いた周縁調整の尖頭器である。先端部を中心に調整が施されている。基部側には不

揃いな微細剥離痕が観察されるが、尖頭部以外は素材剥片の形状を大きく変えていなしミ。石器集中 1-4

と同一時期に属する。

2はメノウ製の微細剥離痕のある剥片である。火打ち石の可能性もある。

3は安山岩製の尖頭器先端部である。欠損品であり判断は難しいが、有舌尖頭器の基部端の可能性もある。

4は漆黒に近い黒曜石を用いた細石刃である。端部には反りが見られる。

5はチャート製の模形石器である。上下・左右2方向から加撃している。所属時期は縄文時代の可能性

もある。

6 • 7は珪質頁岩製の小型のナイフ形石器である。石器集中 5と同一時期に属すると思われる。

第2表石器集中地点組成表

石器集中 1

尖頭器 削器
使用痕の
ある剥片

珪質頁岩A
2 1 1 
7.79 5.85 0.96 

珪質頁岩
1 
1.57 

合計 3 1 1 
9.36 5β5 0.96 

組成比 42.86 14.29 14.29 
51.68 31.20 5却

事j片 合計 組成比

2 6 85.71 
2.14 16.54 91.33 

l 14.29 
1.57 8.67 

2 7 1回).00
2.14 18.11 100.00 

2857 100.00 
11.82 100.00 
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石器集中 2

尖頭器 削器
調整痕の

使あ用る痕剥の片 剥片 砕片 石核 諜片 合計 組成比ある剥片

黒曜石
1 5 3 8 4 1 22 61.11 
1.78 8.87 0.88 4.19 0.19 8.63 24.54 3626 

珪質頁岩A
1 1 2 7 1 12 33.33 
125 037 127 7.03 32.10 42.0宮 62.開

粘板岩
I l 2.78 
0.55 0.55 0.81 

泥岩
1 l 2.78 
0.57 且57 0.84 

合計
1 1 6 5 15 4 2 2 36 1∞00 
1.25 1.78 924 2.15 11.22 0.19 40.73 1.12 67.曲 I田 00

組成比
2.78 2.78 16.67 13.89 41.67 11.11 5.56 5.56 100.00 
1.85 2.63 13.65 3.18 16.58 0.28 60.18 1.65 100.00 

石器集中3

尖頭器 彫刻万形石器
模形石器 調整痕の 使用痕事jの 剥片 砕片 石核 蔽石 合計 組成比
剥片 ある朝j片 ある片

1 5 7 初 6 2 41 41.84 
黒曜石 0.43 7.30 4.86 12.25 0.53 30，師 56.03 13.42 

珪質頁岩A
3 I l 5 14 2 1 27 27.55 
438 18.72 5.52 19.10 39.53 0.10 35.83 12.3.18 29.50 

珪質頁岩B
1 1 8 15 2 27 27.55 。70 2.18 12.06 12且9 0.12 27.95 6.曲

チャート
1 1 2 2.04 
0.64 0.82 1.46 035 

砂岩
l 1 1.02 

2四回 初9加 50.05 

合計
5 1 1 7 20 関 10 3 1 98 100.00 
5.51 18.72 0.64 15.00 36.02 65.49 0.75 回 49 2ω00 417.62 1印).00

組成比 5.10 1.02 1.02 7.14 20.41 51.02 10.20 3.06 1.02 1剖).00

1.32 4.48 0.15 3.59 8.63 15甜 0.18 15.92 50.05 100.00 

石器集中4
彫刻刀形 調整痕の

剥片 砕片 合計 組成比
石器 ある剥片

l 10.00 
黒曜石 1.05 1.05 14.85 

1 6 2 9 90.00 
珪質頁岩A

1.73 4.21 0.08 6.02 85.15 

1 6 2 10 l∞m 
合計

1.73 1.05 421 0.08 7.07 l∞∞ 
10.00 10.00 出).00 20∞ 100.00 

組成比
24.47 14.85 5虫.55 1.13 1凹.曲

石器集中5
ナイフ形 調整痕の

剥片 砕片 石核 合計 組成比
石器 ある剥片

チャート
1 1 2 且70

0.95 40.52 41.47 31.47 

安山岩A
1 14 2 17 73.91 

35.81 21.21 027 57.29 43.48 

安山岩B
1 1 4.35 

19.32 19.32 14.66 

凝灰岩
1 I 2 8.70 

1.46 0.73 2.19 1.66 

流紋岩
1 1 435 

11.49 11.49 且72

合計
3 16 2 1 2.3 100.00 

0.95 48.76 41.26 027 胡 52 131.76 100.00 

組成比 4.35 13.04 69.57 8.70 4.35 100.00 

0.72 37.01 31.31 0.20 30.75 1曲。。

石器集中 6
ナイフ形

剥片 合計 組成比
石器

1 1 50.00 
黒曜石 2.07 2.07 71.38 

1 1 関田
安山岩A 0.83 0.83 28.62 

1 1 2 100.00 
合計 2.07 0.83 2.90 l∞00 
組成比

日 00 50∞ l{旧田

7138 28.62 l佃 00

石器集中7
細石核刃石 使用痕の

事l片 合計 組成比
ある剥片

2 1 3 75.00 
チャート 10.18 0.48 10.66 84.67 

1 1 25.00 
珪質頁岩B 1.93 1.93 1533 

2 1 1 4 100.00 
合計 10.18 1.93 0.48 12.59 100.00 

組成比
50.00 25.00 25.00 100.00 

80.86 15.33 3.81 100.00 
[上段:点数、下段:重量 (g)] 
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.6
17
 
50
13
J.
.叫
38
.9
喧
7
E
層
上
部

ω
 
一
巴
11
空
附
9
剥
片

16
.6
 
15
.8 
3.
1 
0.
79
 

2
 
l
 

H
-
T
 
珪
質
頁
岩
B

一
22
30
7.
50
8
50
13
1
.5
42
 
38
.9
66
 
E
層
上
部



w
 

ド
ー

第
6
表
石
器
集
中
地
点
石
器
観
察
表
(
4
 )
 

石
器
掃
図

遺
物

最
大
量
最
大
幅
量
大
軍
重
量
接
合

集
中
N
o. 
グリ
ヲ
F
N
o. 

帯
種

No
. 

血
血
.. 
m
 
E
 

03
 
位
11
6
00
73
 
砕
片

9.
9 
6.
2 
0.
8 
凪
郎

03
 
02
11
6 
∞
174
 
剥
片

15
.0
 
10
.9 
4.
4 
且
.45

ω
 
02
11
6 
側
J
7
5
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
2
1.
4
 
12
.1 
2.
8 
0 ，錨

ω
 
02
11
6 
ω
7
7
 
剥
片

17
.5 
12
.0
 
3.
0 
0.
59 

04
 
1
 10
21
ω 
00
11
 
彫
刻
万
形
石
器
33
.
1
 
14
.2 
4.
8 
1.7
3 

ω
 
2
 10
21
08
 ∞
12
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
16
.
1
 
19
.8 
3.
8
 
1 ，崎

04
 
3
 10
21
08
 
00
10
 
剥
片

20
.1 
2
0
3
 
2.
8
 
J.(
l2 

04
 
4
 10
21
08
 
00
14
 
剥
片

19
目6
1 6
.9
 
4.
4 
1.
45
 

04
 
5
ω
I
ω
 
。α
)6
剥
片

20
.9 
17
.2
 
2.
5 
且叩

04
 
02
1ω
 
∞
04
 
砕
片

8.
7
 
8.
2 
1.
2 
0.
07
 

04
 
02
10
8 
∞
白
a
剥
片

10
.4
 
14
.5 
2.
9 
0.
40
 

ω
 
ω
I
ω
 
∞
侃
b
砕
片

3.
8 
3.
9
 
1.
0
 
0.0
1
 

04
 
ω
I
ω
 
∞
07
 
剥
片

10.
且
15
.9 
1.
5 
02
9 

04
 
02
1ω
 
∞
08
 
剥
片

13
.6
 
12
.4
 
1.
9
 
0.
26 

04
 
02
1ω
 
00
13
 
遺
物
不
明

05
 
1
 10
21
53
 
00
19
 
ナ
イ
フ
形
石
器
17
目9
12
.5 
4.
7 
0.
95
 

郎
2
02
15
3 
。
ω
4
剥
片

加
3
25
.5 
5.
9 
1.
82 

05
1 
3
 0
21
54
 ∞
白
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
21
.5
 
18
.2
 
5.
9
 
1.
46
 

05
 
4
 10
21
64
 。
償
M
剥
片

27
邑
14
.9
 
5.
8 
2.
07
 

05
 
5
 10
21
54
 。
ぽ)
6
剥
片

3
1.
4
 
20
.2 
7.
1 
旦
78

05
1 
6
 0
21
63
 。
α
M
剥
片

26
.1 
27
.7
 
6.
6 
42
5 

05
1 
7
 0
21
53
 ∞
18
 
間
整
痕
の
あ
る
剥
片
24
.9 
35
.5 
8.
4 
11
.4
9 

05
1 
8
 0
21
53
 ∞
07
 
剥
片

32
.0
 
17
.5
 
4.
6 
2.3
1
 

05
1 
9
 。置
15
3
∞
14
 
剥
片

27
.7
 
47
.5 
16
.7
 
19
"担

郎
10
02
15
3 
∞
白
石
核

43
.5 
底
辺
28
.0
 
40
.52
 

0
5
1
1
1
 
02
15
4 
∞
04
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
47
.0
 
53
.5
 
13
.5 
お.
8
1

05
 
02
15
3 
∞
06
 
砕
片

9.
0 
且
7
2.
8 
0.
22 

05
 
。置
15
3
∞
ω
 
剥
片

16
.1 
12
.2
 
4.
2 
aη 

05
 
02
15
3 
00
ω 
剥
片

10
.1 
2
0
3
 
2.
9 
0.
59 

05
 
02
15
3 
00
10
 
剥
片

11
3 
20
.5 
3.
2 
。!臼

05
 
02
15
3 
∞
11
 
剥
片

12
.5 
9.
2 
4目
8
0.5
7
 

05
 
02
15
3 
∞
12
 
剥
片

15
.7
 
17
.9
 
4.
8 
1.1
6
 

05
 
02
15
3 
00
13
 
剥
片

14
3 
却
5
5.
9 
1.
28 

05
 
02
15
3 
00
15
 
剥
片

17
.8 
14
.1 
3.
7 
且
.73

05
 
02
15
3 
00
17
. 
剥
片

15
.7
 
11
.1 
3.
4 
0.5
7
 

05
 
02
15
3 
∞
17
b 
砕
片

8.
9
 
3.
9 
2.
0 
且凶

05
 
02
15
4 
。α
w
剥
片

10
.6
 
2
7
3
 
3.
9
 
1 ，但

05
 
回
:1
54
∞
08
 
剥
片

13
.0
 
16
.7
 
2.
9 
且却

06
1 
1
 0
2J
鈎
∞
04
 
ナ
イ
7
形
石
器
25
.9
 
2
1.
5
 
6
3
 
2.
07
 

06
 
02
J8
1 
。∞
5
剥
片

15
.6
 
13
.9
 
3.
9 
0.
83 

町
71
1
 0
21
27
 。
∞
1
細
石
刃
石
核

2
1.1
 
初回
9
12
.1 
邑
舗

07
1 
2
 0
21
27
 。
飢渇
細
石
刃
石
核

却
'.6
18
.5 
8.
3 
3.
20
 

。
71
3
 0
21
17
 。
∞
1
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
19
.6
 
22
.1 
邑
6
1伺

官
1

回
:1
27
目
)
02
剥
片

9.
8 
12
.0
 
5.
0 
札
.48

打
面
打
角
打
面

形
状
間
.

P
 

3(
2)
 
12
4 

3
 
1ω
 
。

F
 

1
 1
 11
1 

1
 1
12
7 

1
 1
11
3 

1
 1
12
1 

c
 
90
 

C
 
99
 

L
 

1
 1
13
0 

1
 1
11
0 

C
 
11
3 

P
?
 

1
 1
11
2 

1
 1
11
3 

1
 1
10
3 

1
 1
11
7 

c
 1
17
 

2
 
10
4 

1
 1
11
5 

2
 (1
) 
11
7 
。

3
(1
) 
13
3 
。

頭
部

背
面
構
成

調
整
先
端
調
整
部
位
折
画
部
位
末
石
材

X
座
標
Y
座
標
標
高
層
位

調
整
C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 角
・
角・

靖
m
 

備
考

2
 

H
 
F
 
黒
晒
石

.2
23
05
.6
77
 
回
13
3.
15
6
38
.8
70
 
E
層
上
郁

。
3
 

H
 
F
 
珪
質
頁
岩
A
.2
23
06
.0
ぉ
回
13
3.
95
2
38
.8
9
4
 
E
層
上
郡

。
2
 

H
.
T
 
黒
曜
石

.2
:話
。
ω
，73
関
13
4.
23
8
38
.9
13
 
E
層
上
部

。
2
 

H
.
T
.
L
 
黒
曜
石

.2
23
侃
反
則
回
13
2.
63
4
38
.9
12
 
E
層
上
部

。
。
3
1
1
 

H
.
T
 
珪
質
頁
岩
A
.2
23
03
.
12
8 
関
14
4.
52
0
39
.0
15
 
E
 
層

。
3
 

T
 

黒
曜
石

-2
23
00
.謁
9
関
14
2.
76
5
38
.8
!鈎
E
 
層

。
2
 
1
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
-2
23
02
.9
ω 
関
14
4.
02
8
39
.0
57
 
E
 
層

。
4
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
-
2
2
3
0
3
ω
4
 
50
1必
.
81
8
38
厳
渇
E
 
層

3
 
2
 

T
 

珪
質
頁
岩
A
-2
23
02
.0
02
 
50
14
2.
87
1 
38
.厳
渇
E
 
層

2
 

H
.
T
 
珪
質
頁
岩
A
-2
23
02
.4
86
 
回
14
2，
∞
1
38
.焼
却
E
 
層

。
3
 

T
 

珪
質
頁
岩
A
-2
23
0哩
“
渇
回
14
2.
82
9
38
.9
92
 
E
 
層
遺
物
N
a
重
複

珪
質
頁
岩
A
-2
23
02
.6
“
 
関
14
2.
82
9
秘
的
2
E
 
層
遺
物
N
o
.
重
複

2
 

H
.
T
 
珪
質
頁
岩
A
-2
23
02
.5
44
 
回
14
3目
13
3
39
，α
)5
 
E
 
層

3
 

H
 
F
 
謹
賀
頁
岩
A
丑
お
02
.5
40
関
14
3.
57
0
38
.9
81
 
E
 
層

不
明

-2
23
02
.2
62
 
関
14
3.
9叩
38
.9
却
E
 
層
遺
物
不
明

チ
ャ
ー
ト
-2
23
29
.1
49
 
50
11
6.
田辺
39
.2
11
 
E
層
上
郎

。
l
 

H
 
安
山
岩
A
-2
23
29
.1
33
 
50
11
9.
96
9 
3
9
3
0
6
 
E
層
上
部

2
 
1
1
1
 

H
 
凝
灰
岩

-2
23
27
目5
17
回
12
2.
10
7
39
.3
ω 
E
層
上
部

3
 
2
 

H
 
F
 
安
山
岩
A
-2
23
羽田
92
7
50
12
2.
47
5 
39
.4
96
 
E
層
上
部

1
1
1
 
1
1
1
 

H
 
安
山
岩
A

ー2
23
28
52
3
回
12
33
93
39
.お
6
E
層
上
部

2
 

H
 
安
山
岩
A
-2
23
30
目2
97
回
11
8.
民
5
39
.2
97
 
皿
層
上
部

。
1
 1
 1
 

H
.
T
 
流
紋
岩

-2
23
26
.9
55
 
50
11
6 .
1
74
 
39
.2
92
 
E
層
上
部

21
 1
 
l
 

F
 
安
山
岩
A
-2
23
21
主脱
却
50
11
9.
48
0 
3且
却
6
E
層
上
部

5
 

1
 

T
 

安
山
岩
B
-2
23
27
.1
37
 
50
11
8.
鋭沼
39
.4
62
 
E
層
上
郁

チ
ャ
ー
ト
22
32
9.
07
2 
回
11
9.
92
1
39
.3
15
 
E
層
上
部

。
H
 
安
山
岩
A
-2
23
28
.8
96
 
50
12
2.
26
7
 
39
35
1 
E
層
上
部

l
 

L
.
T
 
安
山
岩
A
-2
23
28
目叡
渇
50
11
9.
伺
5
39
.1
82
 
E
層
上
部

2
1
1
 

H
 
安
山
岩
A
-2
23
28
.4
83
 
関
11
9.
1
01
39
.3
53
 
E
層
上
部

2
 

R
T
 
安
山
岩
A
-2
23
28
.1
51
 
関
11
9.
ω3
39
33
7 
E
層
上
部

。
3
 

H
 
安
山
岩
A
-2
23
27
.9
62
 
50
11
9 目
55
2
39
34
3 
E
層
上
部

2
 
I
 

H
 
安
山
岩
A
-2
.2
32
8.
77
6 
50
11
8.
80
7 
羽田
42
0
E
層
上
部

。
。
3
 

H
 
安
山
岩
A
-2
23
28
.8
96
 
50
11
8.
82
3 
39
.3
31
 
E
層
上
部

I
 
2
 

F
 
安
山
岩
A
宮
お
28
.5
92
切
11
8.
23
2
39
.2
78
 
E
層
上
部

4
 

F
 
凝
灰
岩

-2
23
28
.6
26
 
関
11
7.
90
5
39
.4
32
 
E
層
上
郁

2
 

R
 
F
 
安
山
岩
A
-2
23
27
.7
41
 
50
11
7.
お
4
39
.2
鈎
E
層
上
部
遺
物
ぬ
重
視

安
山
岩
A

ー2
23
27
.7
41
50
11
7.
35
4 
39
.2
鈎
E
層
上
郁
遺
物
目
h
重
複

2
 

H
.
T
 
安
山
岩
A
-2
2沼
8
.5
22
50
12
4.
61
2 
39
.・20
2
E
層
上
郎

2
 

F
 
安
山
岩
A
22
32
8.
93
7 
関
12
0.
1
07
39
.2
84
 
E
層
上
部

2
 

H
 

黒
暗
石

-2
23
41
.2
94
 
関
15
4.
6:
謁
38
.7
98
 
1
 m
 
層

。
1
 

F
 
安
山
岩
A

ー2
23
40
.8
46
関
15
9.
25
4
39
.2
似
E
層

チ
ャ
ー
ト
1
-2
23
10
.2
88
 
50
1 謁
.4
67
39
.1
94
 
E
層
上
郎

チ
ャ
ー
ト
-2
23
11
.4
49
 
50
13
6.
95
6 
39
.1
69
 
E
層
上
部

。
5
 

T
 

珪
質
頁
岩
B
-2
23
ω.
57
9 
50
13
7.
1侃
2
鈎
.
1
56
E
層
上
部

1
 

チ
ャ
ー
ト
1
-2
23
10
.4
52
 
切
13
7.
32
9
39
.1
80
 
E
層
上
郎
背
面
は
ポ
ジ
面
?
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第
7
表
石
器
集
中
地
点
外
石
器
観
察
表

石
器
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
接
合
打
面
打
角
打
面
頭
部

集中
No
. 

No
. 

mm
 
皿血

皿
m
g
 
No
. 
形
状

調
整
調
整

外
I
O4
G
1
3
 構
2
尖
頭
器

43
.9
 
23
.7
 
9.
0 
7.
48
 

3
 (2
) 
9
4
 
。

外
2
0
3
G
9
7
 構
2
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
27
.6
 
2
3 .
1 
9
.1 
7.
38
 

外
3
0
3
H回
00
02
 
尖
頭
器

14
.4
 
8
.1 
3.
5 
且
34

外
4
02
18
8 
0
0
0
2
 
細
石
刃

12
.0
 
5.
2 
2.
0 
且
10

外 外 外

5
 1
02
13
6 
00
01
 
模
形
石
器

2
7.
8 
44
.4
 
1
1.
6
 
14
.1
2
 

6
 1
0 畳
J
2
0
∞0
4 
ナ
イ
フ
形
石
器

17
.5 
9.
9 
3.
4 
且
必

7
 1
02
13
8 
構
2
ナ
イ
フ
形
石
器

16
.4
 
10
.8
 
3.
5 
且
61

観
察
表
に
つ
い
て

1
.
挿
図
N
o
実
測
図
を
掲
載
し
た
遺
物
の
通
し
番
号
。
平
面
分
布
図
に

付
し
た
番
号
、
写
真
図
版
の
番
号
と
一
致
す
る
。
実
測
図
を
掲
載
し
な
か

っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
グ
リ
ッ
ド
、
遺
物
N
o
.
順
に
続
け
て
並
べ
た
。

2.
穏
種
砕
片
に
つ
い
て
は
、
最
大
長
・
最
大
幅
の
両
者
が
lO
mm
以
下

の
も
の
と
し
た
。

3.
最
大
長
・
量
大
幅
・
量
大
厚
・
打
角
計
測
方
法
に
つ
い
て
は
右
図

に
示
し
た
。

4.
打
面
形
状
C
は
自
然
面
、
P
は
点
状
打
面
、
L
は
線
状
打
面
、
1
は

平
坦
打
面
、
2
以
上
は
複
剥
離
打
面
を
示
し
、
括
弧
内
は
そ
の
う
ち
ネ
ガ

テ
イ
プ
バ
ブ
ル
の
残
る
剥
離
面
の
数
を
示
し
て
い
る
。
空
欄
は
欠
損
等
に

よ
る
打
面
な
し
、
計
測
不
可
を
示
す
。

5.
打
面
調
.
・
頭
部
調
藍
観
察
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
iO
J
で
示

し
た
。

背
面
構
成

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
Y
 

5
 

a
=
最
大
長

b
=
最
大
幅

c
=
震
大
厚

d
=
打
角

e
=
加
撃
方
向

調
整
先
端

角
.
角・

65
 

調
整
部
位
折
薗
部
位
末 端

b
 -ー
→

ト
c
寸

計
測
位
置

石
材

珪
質
頁
岩
A

メ
ノ
ウ

安
山
岩
A

黒
曜
石

チ
ャ
ー
ト

珪
質
頁
岩

珪
質
頁
岩

e
 

X
座
標
Y
座
標

22
31
4.
76
3 
50
15
0.
37
3 

標
高

立
1

39
.2
56
 

H
 • 舎 T
 

層
位

備
考

火
打
ち
石
9

有
舌
尖
頭
器
基
部
'

E
層
上
部
単
独
出
土

D. 
.v 

剥
離
方
向

6.
背
面
構
成
主
要
剥
離
面
の
剥
離
方
向
を
基
準
と
し
、
背
面
を
構
成
す
る
剥
離
面
の
加
撃
方
向
と
剥
離
面
の
数
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
変
形
度
の
高
い
も
の
(
模
形
石
器
等
)
は
記
さ
な
か
っ
た
。
砕
片

は
わ
か
る
範
囲
で
記
し
た
。
H
=
頭
部
側
、
T
=
尾
部
側
、
R
=
背
面
を
正
面
に
し
て
右
側
、
L
=
左
側
、
D
=
背
面
側
、
v
=
腹
面
側
か
ら
の
加
撃
方
向
を
示
す
。
自
然
面
(
C
)
、
節
理
面
(
S
)
を
有
す

る
資
料
に
つ
い
て
は
iO
J
で
示
し
た
。

7.
折
面
部
位
主
要
剥
離
面
の
剥
離
方
向
を
基
準
と
し
た
折
れ
面
の
部
位
。
H
=
頭
部
側
、
T
=
尾
部
側
、
R
=
背
面
を
正
面
に
し
て
右
側
、
L
=
左
側
を
示
す
。

8.
末
端
F
=
フ
ェ
ザ
ー
エ
ン
ド
、
H
=
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
0
=
ウ
ー
ト
ラ
パ
ッ
セ
を
示
す
。

9.
石
材
石
材
名
と
そ
の
母
岩
番
号
を
記
し
た
。
母
岩
の
大
別
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
、
細
別
を
数
字
で
記
し
た
。
細
別
は
基
本
的
に
複
数
の
石
器
が
帰
属
す
る
母
岩
の
み
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
た
っ
て
、
単
独
個
体
の
も
の
や
細
別
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
石
材
名
の
み
、
も
し
く
は
大
別
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
石
材
の
大
別
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
記
載
し
た
。

10
. 
X
座
槙
・
Y
座
額
測
量
原
点
か
ら
の
位
置
関
係
を
示
す
公
共
座
標
。

11
.
層
位
調
査
時
の
「
旧
層
名
」
を
記
し
た
。



第3章縄文時代

第1節遺構と遺物

1 炉穴

1号炉穴 (2Jイ001) (第24図、図版4)

2J52グリッドに位置する。平面形は0.52m x 0.32 mの小型楕円形をなす。 0.2mほどのすり鉢状のくぼみ

に、焼土を含んだ土が入っていた。炉ないし、炉穴の残りであろう。遺物は出土していない。

2 陥穴

1号陥穴 (11イ001) (第24図、図版4)

1195グリッドに位置する。検出面で平面形は2.21mx 1.19mの楕円形を呈する。底部は0.79mx 0.57mの

楕円形で、深さ2.41mである。上部はゆるい漏斗状をなし、 1.2mの深さの位置にテラス状に段があり、そ

こからさらに円筒状に深く落ちている。底面は白色粘土中にあり、平坦である。最下層は黒褐色土、中位

以下はロームの崩れの黄褐色土、上位は暗褐色から黒褐色の土が主体である。遺物の出土はない。

2号陥穴 (21イ004)(第24図、図版4)

2I06グリッドに位置する。検出面で平面形は1.58m X 1.26 mの楕円形を呈する。底面は0.94m X 0.46mの

楕円に近い形をなす。深さは1.85mである。下位は垂直に近く、上位はラッパ状の立ち上がりになる。底

面は平坦である。最下層黒褐色土、下位ローム崩落士、中位黒褐色土があり、さらに上位は黄褐色土堆積

上に黒褐色土がある。遺物は出土していない。

3号陥穴 (21イ005) (第24図、図版4)

2I08グリッドに位置する。検出面で平面形は1.79mxO.88mの長楕円形、底部で1.44m x 0.51 mの長方形

を呈する。深さは0.66mである。底面は平坦で、長軸上に0.30m間隔で並んだ4個の小ピットを持つ。ピ

ット径は0.10m -0.15 m、深さは0.3m-0.4mである。壁は急傾斜で立ち上がる。暗褐色、黒褐色土が堆積

している。遺物は出土していない。

4号陥穴 (31イ001)(第25図、図版4)

3138グリッドに位置する。検出面で平面形は2.47mx 1.23mの長楕円形、底部で2.21m x 0.11 mの葉巻形

を呈する。深さは2.22mである。短軸断面はV字形、長軸断面は巾着形をなす。長軸方向の底面は水平に

近い。下半部はローム崩落による黄褐色土があり、上部は黒褐~暗褐色土が主になる。遺物は出土してい

ない。

5号陥穴 (31イ002)(第25図、図版4)

3I18・28グリッドに位置する。検出面で平面形は2.26m x 1.25 mの長楕円形、底部で1.71m X 0.53 mの長

方形を呈する。深さは1.03mと浅い。底面は平坦で、中心軸上に0.25mの間隔に並んだ小ピットを持つ。

ピットは径が0.27m -0.30 m、深さは0.24m -0.40 mの範囲にある。壁は急激に傾斜して立ち上がる。上部

は少し、崩れているようでラッパ状を呈しており、覆土は暗褐~黒褐色土中心であるが、上部壁際や底部

付近に黄褐色土もみられる。遺物は出土していない。
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② 

一一・39.3m

""--7 
1号炉穴 (2Jイ001) 

1目暗貧色粘質土 少量の焼土が含まれる。 llc層の土が主体。

2号陥穴 (21イ004)

1.黒色粘買土 腐食著しい。
ソ7トローム粧がやや混じる.

2.黒褐色粕質土ハードローム越が多く混ざる。
3.脂黄色粘質土 ソ7トローム、ハードローム盤、

llc層の土が混ぎり合号。
4 黄褐色粕質土 llc層の土が主体でソ7トローム柱、

ロームプロックが混ざる。

5 黒褐色粘賃土 2層よりハードローム桂を多〈含む。
6.暗褐色粘賀土 5層よりロームプロックが多い。
7.暗貧色粘質土 ロームプロックの堆積層。
8.黒褐色粘質土細かいllc-m層の土。

‘・トJ
B 

⑧ 

一一・38.5m 1号陥穴(1 1イ001)

1 暗褐色土層 ロームプロック(1園大}を少し含む。

粒子やや細昔、い。

E薗褐色土層 ローム佐子を多く含む。
3.箇貧褐色土眉 ロームプロック(2-3園大)を少し含む固
4 暗縄色土居 ローム粒(2-3回大)を少し含む。
5暗貧褐色土層ローム枝子主体。黒色土艦子世含む。
6.賞褐色ロームフロック 粘質やゃあり。上古都より崩壊落下したもの。
7.黒褐色土層 黒色土佐子を多く含む.ロームプロックを含む。
8.暗黄褐色土層 ロームプロック(5皿-1国大)を多〈含む。

9.黒褐色土層 黒色土粒主体。ローム艦子を含む。
10.暗質褐色土層 ローム桂子主体2-3国大のロームプロック主体。

黒色土魅を少し含む固

11.暗褐色土層 黒色土佐を含む。
12暗貧褐色土眉 白色粘土量生子を多〈含む。粘性強い。

13 13目黒褐色土眉 黒色土栓主体。白色粘土佐、ローム佐子を含む。

@ ④ 

¥ 

一一・38.9m 4--ha1m 
3号陥穴(21イ005) ¥ I 

1 黒褐色土層 ローム桂子含む。 ¥ I 
2.箇褐色土層ローム栓子主体。 、、 .-J 

壁寄りに若干黒色桂子を含む。"

3黒褐色土層 2田口kカローム位を含む。 v
4.黒褐色土層 1皿大河口ームプロ汐を含む。

5. P富褐色土眉ロームプロックを含む。 ・一一 一-~
B 黒褐色土居 5田口t畑ロームプロックを含む. -，..， ・ I • 

7目隠褐色土層 ローム粧子を多く含む。¥'-ム..J 2 I 
雌抑制。 5品G弓乏民

。 2m 

第24図炉穴・陥穴(1 ) 
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一.

一一・39.7m

4号陥穴 (31イ001)

llc層の土主体。
llc層の土主体。
llc層の土主体。
6層と比べてやや黒味があり。
4層と比べて、賞味があり少量

のハードロームを含む。

6.貧褐色粘質土 ソ7トロームが主体。ロームプロ
ックが少量含まれる。

7 黄褐色粘質土 ロームプロックが大量に含まれる。

自.暗褐色粘質土 5層と同じ様な色調だが、越が大きい。

9貫褐色粘質土 ローム栓・ロームプロックを多〈含む。
10 暗褐色粘寅土 ソ7トロームが主体でJ、』ドロームを含む。
11.貧褐色粘質土 ロームプロックが主体であるが、

黒色土粧がかなり多〈含まれる。

1褐色粘質土
2 黒褐色粘賓土

3.褐色粘寅土
4 蹟褐色粘寅土
5目褐色粘質土

6号陥穴(31イ003)

1.黒色粘質土 腐食が著しい。

2 脂質褐色粘質土 ソフトローム、ハードローム

位が少量混ざる.

3 褐色粘貫土 若干のソ7トローム趣含まれる。
ι褐色粘貫土 ソ7トローム粧が多〈含まれるa

上部はやや黒みがかる。

5 黒褐色粘寅土 若干のソ7トローム粧含まれる
6.黒褐色粘買土 上爺から下部にいくに従い、

ハードローム粧が大きく多くなる。

7目黄褐色粘買土 ソ7トローム桂とハードローム位が主体。

5号陥穴(31イ002)
1 黄褐色結質土 llb+m層の土。
2 縄色粘質土 llb層の土とllc層の土が半々。

下半部はやや黒み強し。

3 暗褐色粘質土 llc層の黒味みの強い土が中心。
4.質調色粘質土 E層の土が多く含まれる。
ν 5.黒褐色粘貿土 llc層がほとんどで黒味強L。
一一γ 6.褐色粘質土 E層を含む。
7.箇縄色粘質土 若干のハードローム粧が見られる。
8.黒褐色粘寅土 5層と同じ橡な色調。
9.暗黒色粘寅土 ハードローム位、ソ7トローム魅と

llc層の土が混ざ司合う。
10 暗褐色粘質土 黒色土越とハードロームが混ざる。
11 暗黄色結質土 ロームプロック主体で、

黒色佐子が若干混じる。

12 12 暗縄色粘買土粘性はややあり。

④ 

B B' 

A 

④ 

一一・39.6m

7号陥穴 (3Jイ001)

1 黒褐色結賃土 ソ7トローム償量合。
2 暗縄色粘質土ハードローム盤含む。

3 賞褐色粘買土 ソ7トロームが多い。
ハードロームは下部の方が多〈含む。

4 貧褐色粘質土 3層より'.17トローム粧が少なく
黒味が強い。

5 黒褐色粘賃土 ソ7トローム盤、ハード小プロックとllc層の黒
色土が混ざる。全体に黒味がある。

第25図陥穴(2 ) 
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6号陥穴 (31イ003) (第25図、図版4)

3135グリッドに位置する。検出面で平面形は1.21m x 0.66 mの楕円形を呈する。底部は0.75m x 0.09 mの

短葉巻形で、深さは1.36mである。短軸断面はV字形、長軸断面は上部がややラッパ状に聞いた筒状を呈

し、床はほぼ水平で、ある。覆土は暗褐色から褐色土主体で、底面付近に壁の崩れの黄褐色土がある。遺物

は出土していない。

7号陥穴 (3Jイ001) (第25図、図版4)

3J01グリッドに位置する。検出面で平面形は2.11m x 1.10 mの長楕円形、底面で1.74mx 0.18mの葉巻形

を呈する。深さは1.52mである。短軸断面はV字形、長軸断面は垂直に近い立ち上がりをしている。上部

が崩れているとみられるが、部分的に袋状となっている。長軸方向で、床が北に向かつて傾斜し下がって

いる。底面に黒褐色土をのせ、下半に壁の崩れの黄褐色土があり、上半部は暗褐色から黒褐色土になる。

遺物は出土していない。

3 グリッド出土遺物

( 1 )土器(第27図、図版13)

縄文時代に属する土器は、調査区北東側の舌状台地先端側に集中する(第26図)。包含層からは約180点

の土器片が出土した。それらは、 I群~羽群に大別され、 H群(沈線文系) . m群(条痕文系) . VI群
(晩期)のものがそれぞれ約 2割強を占め、さらに無文のものが3割近くある。台地中央の平坦部に羽群

(晩期)の土器分布が目立ち、台地縁辺の傾斜地には晩期以外のものがまとまる傾向が指摘できる。

G 

2 

l持出ニ

3 

4 
。E群 (白戸上層)
企 E群 (条痕文)

.w群 (中期)
・V群(後期)
ロ羽群 (晩期)

5 、J
t
パャ
E
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ぺ
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H
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d
〉

第26図 縄文土器グリッド別出土状況
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I群燃糸文系土器(1 ) 

1はRの縦位撚糸文が浅く施文された胴部片で、内面はあれて調整が判らない。

E群沈線文系土器 (2-7) 

A.回戸下層式土器 (2・3)

2は太沈線が施文された土器で、横位区切り線聞に斜行短沈線が連続して充填される文様とみられる。

微細砂を含む胎土で、固く締まっている。内面は縦ナデが入る。 3は斜行細沈線の施文された土器で、胴

部下半部の底部に近い部位である。 2と同一地点から検出されたものであり、同じ個体の可能性がある。

B.田戸上層式土器 (4-7) 

4はキャリバー形を呈する波状口縁土器である。横位沈線聞に斜沈線が配されているが、破片のため文

様のパターンは不明である。屈曲部に狭い二本組沈線で隆起線を表出している。胎士に繊維を含まない。

口唇に刻み目、内面にミガキ調整が入る。 5は横位・斜位・横位波状の沈線文が施文されている。胎土に

繊維を含んでいる。 6は内外面に削り痕を残す。一部に沈線が施文されている。胎土に繊維を含んでいる。

7は胴下半部の個体で、細い沈椋文がみられる。外面はていねいな縦ナデ痕(ミガキ的)が観察され、内

面もナデられている。胎土はきめが細かく、繊維を少量含んで、いる。

E群条痕文系土器 (8-14) 

A.鵜ヶ島台式土器 (8-12) 

8は底端部で、少し突出する鈍角な尖底を呈する。端部は少し摩滅している。外面はケズリ痕がある。

胎土に繊維を少量含む。 9-11は沈線区画内に押し引き線が充填されたもので、円形刺突文が区画沈線上

に施文される。内面に条痕文がみられる。胎土に繊維は確認できない。 12も同様に、沈線区画内に押し引

き線が充填されたもので、円形刺突文が区画沈線上に施文される。本資料は胎土に特徴があり、金雲母が

多量に含まれている。白色喋も多い。口唇は内削ぎで、屈曲部を持つ。

B.条痕文施文の土器 (13・14)

13は外面に斜条痕文、内面に横条痕文が施文された土器である。口唇角頭で、上面にも条痕文が施文さ

れている。 14は内外面に斜条痕文が施文された土器である。外面に斜沈線文を併せ持つ。口唇角頭である。

U群中期土器(15・16)

15は縦位隆帯を持つ胴下半部の個体である。隆帯は4単位と思われる。外面に粗い縦ナデ痕が残され、

内面は軽く磨かれている。胎土は微細砂を含むものである。阿玉台式の頃のものとみられる。底部は底裏

にミガキが入っている。 16は底径は9.5cmほどで、垂直に近く立ち上がる。底裏にケズリ痕を残す。

V群後期土器(17)

17は縦長の貼り掃を持ち、沈線で区切られた低い隆起帯上に斜縄文が施文されている。後期安行1式の

頃のものとみられる。

百群晩期土器 (18-25)

18は薄手の土器で、沈線で区画した内に磨消縄文を施文している。 18dlま刻みのついた貼り癌をもち、

18eの胴下半では斜条線文がみられる。安行3a式であろう。

19は浮線文のみられるもので、「日」の字が連なった文様が配されている。胎土に小礁が多く含まれて

おり、内面はよく磨かれているが、外面は調整がぞんざいで、砂粒が浮いている。内外灰褐色をしている。

20は浅い網目状の浮線文がみられる。内面は磨かれている。 21は太い沈線を施文し、工字文を描いている。

円

iqd
 



22は口縁部破片で、沈線により曲線文が配されている。 23は二本組沈線を内外面の口縁上端に巡らしてい

る。浅鉢的な器形で、内面は磨かれている。これらは千網式併行のものであろう。

24は横位撚糸文施文土器で、 24aは肥厚し、内面に横ナデがみられる。 24bは内湾し、内面が磨かれてい

る。撚糸は細い臆状の糸をRに撚っている。

25はLの撚糸文が縦位施文された土器である。内面はよくナデられている。

( 2 )石器(第28図、第8表、図版14)

縄文時代に属する石器の多くは、縄文土器包含層のグリッド一括資料として取り上げられている。縄文

土器と同様に出土石器は少なく、石器製作の痕跡は皆無であった。

石鎌12、喋斧 1、喋器3、石核 1点を掲載した(第28図)。その他には、剥片・喋片・喋等が数点検出

されたのみである。

石鎌は完形のものは 3点だけで(4・10・11)、他は先端もしくは基部を欠損している。欠損は後世の

いわゆる「ガジリ」によるものを含み、風化の度合いで明らかにガジリによるものと分かるのは 1・5. 

12である。それ以外では、基部(脚部)に欠損面をもっ資料が目立つ(3・6-9)。そのうち 4点は黒

曜石製のもので占められる。検出グリッドの分布は台地縁辺よりも台地中央平坦部に散在する傾向が見ら

れる。それらは縄文土器の分布では、晩期の土器分布の中に包含される。

13-16はいわゆる喋素材の石器である。 13は楕円喋を半割したものを素材とした片刃の喋器である。 14

は扇平礁を素材に用いた片刃の喋器である。 15は扇平礁の周縁に両面から調整を加えた喋斧である。 16は

両極加撃により上下両端に剥離痕が観察される。 14-16は同一グリッド (3H65)からの検出であるが、

土器の分布域からは離れている。

第8表縄文石器観察表
挿図

グリッド
造物

器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

母岩番号 X座標 Y座標
標高

層位 備考
No No. mm mm 皿皿 E m 

1 02114 肌氾4 石鎌 15.0 9.7 3.5 0.47 黒曜石 -22306.ω4 50124.日。 39.174 E層上部

2 04G22 石鍍 1虫6 11.2 32 0.69 メノウ 覆土中 構2

3 02153 ∞16 石鎌 20.7 14.9 4.1 1.01 黒曜石 -22326.761 回 117.172 39.2∞ E層上部

4 02H88 αJ02 石鎌 16.9 13.3 3.4 0.67 チャート グリッド一括

5 02108 αJ09 石鍍 25.1 16.8 4.5 1.52 チャート -22却'2.996 回 143.572 39.042 E層

6 02137 低地直 石鎌 20.0 12.8 4.4 1.02 黒曙石 グリッド一括

7 02198 αJ02 石鍛 15.3 18.0 4.7 0.74 黒曜石 グリッド一括

8 02165 刷児4 石鎌 16.3 12.7 2.8 0.48 チャート ー22333.239 回126.942 39.512 E層上部

9 03H45 石鍛 21.4 15.4 3.6 0.89 黒曜石 グリッド一括

10 03188 石鎌 23.0 18.0 4.0 1.16 チャート グリッド一括

11 03115 αJ02 石鎌 25.9 21.1 3.8 1.17 チャート グリッド一括

12 04G12 石鍍 初5 12.6 3.9 1.08 頁岩 覆土中 講2

13 03103 康器 176.0 83.5 33.5 695.00 砂岩 グリッド一括

14 03H65 際器 49.5 61.3 24.5 9625 チャート グリッド一括 磁器?

15 03H65 諜斧 71.6 57.5 22.0 112.97 流紋岩 グリッド一括

16 03H65 喋器 76.5 46.5 26.2 107.45 安山岩 グリッド一括 両極?
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第4章中・近世

第1節遺構と遺物

1 炭窯

1号炭窯 (21イ001) (第29図、図版5) 

燃焼部が円形で、煙道部が小型円形に突出する、全体的には瓢箪形の平面形態の炭窯である。燃焼部長

径3.50m、短径2.55m、煙道部直径0.35mを測る。煙道部と反対側に1.4mx 1.6mの灰原がある。

2 土坑

1号土坑 (21イ002) (第29図、図版5) 

長軸3.45m、短軸1.25m、深さ最大0.35mの長円形土坑である。黒色土が堆積している。覆土中に焼土・

炭化物ブロックを多量に含む。切り合う溝2より新しい。

2号土坑 (21イ003) (第29図、図版5) 

一辺6.3mx 7.1 mの範囲に、複数の方形土坑が重複している。おそらく炭焼遺構といくつかの土坑が重

複したものであろう。焼土・炭を多量に含む層がある。

3 溝状遺構

3条の溝を検出した。いずれも十余三稲荷峰遺跡(空港Nu67遺跡)へと連続している。

溝1 (第30図-32図、第9表、図版5・15・16)

溝は南西一北東方向にほぼ直線的に延びるが、北東側途中で次第に浅くなり消滅する。溝幅は0.9m-

2.2mで、一定していない。銭貨が出土した南西側では、掘り込みが浅く、幅広になっている。幅が狭く

なっている地点で、は、 2条の溝がさらに掘り下げられ、その掘方面が、段状に残っている。逆に幅広くな

る地点には見られない。

4G20グリッドに位置する溝覆土最下層から、銭貨が30枚一括して出土した(第31・32図、第9表)。最

も古いものは開元通賓2点、最も新しいものは開棺通賓1点で、明銭を含まない。溝の時期を明確にする

のは難しいが、近世以降の遺物及び明銭を含まないので、中世後期 (15世紀前半頃)になる可能性がある。

溝2 (第33図、図版6) 

溝2は溝 1のすぐ南側に、1.5m-2.0mの間隔を置いて、平行して延びる大型の溝である。上端幅は完

全に掘り上げた状態で、4.0m-5.4mである。いずれの断面を見てもわかるように、複数の溝の集合である。

最も掘り込みの深い溝が古く、その後溝が埋没するたびに、その南側に拡幅するように一段浅い溝が造ら

れており、少なくとも 2回以上の掘り替えを行っている。断面からは硬化面は確認できない。また、耕作

により表土が削られているため、土塁状の構造物が平行して造られていたかどうか、不明である。

溝3 (第30図、図版6) 

溝3としているものは、複合して溝2を構成している溝の内の 1本が分岐したものと判断される。断面

の形態と底面のレベルから見て、溝2の内の最も新しい溝になるものと考えられる。上端幅O.6m-1.4m 

を測り、一定ではない。断面図からわかるように、掘方最下面が著しく西側に寄っている。このことから、

削平された表土上の遺構を想定すると、おそらく、溝の西側に掘方と連続するように、土塁状の高まりが

あったのではないだろうか。
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第32図銭貨(2 ) 

第9表銭貨一覧

挿図
銭貨名 王朝名 初鋳年

計測値(単位:mm) 

No. 縁外径 縁内径 郭外径 郭内径 縁厚
重量(g)

開π通賓 唐 621 24.7 20.0 7.5 6.8 1.3 3.3 

2 開元通賓 唐 621 24.1 19.6 8.5 6.5 1.0 3.1 

3 車L元重賞 唐 758 24.7 19.9 8.3 6.6 1.3 3.5 

4 車L元重賓 唐 758 23.8 20.3 9.0 6.8 1.0 2.3 

5 宋通元賓 北宋 960 24.3 19.8 7.6 5.8 1.0 3.2 

6 成平元賓 ~t宋 998 24.4 19.1 7.9 5.9 1.1 3.6 

7 景徳元賓 北宋 1004 25.1 19.5 7.8 5.8 1.5 3.8 

8 景徳元賓 北宋 1004 24.7 18.6 7.4 6.0 1.1 2.6 

9 景徳元賓 北宋 1004 24.0 19.7 7.9 5.8 1.0 2.4 

10 景徳元賓 北宋 1004 24.0 20.0 7.6 6.0 1.2 3.4 

11 天稽通賓 北宋 1017 23.7 19.3 8.7 7.0 1.1 2.3 

12 天聖通費 北宋 1023 24.4 20.7 10.0 8.0 1.0 2.7 

13 天聖通費 北宋 1023 24.5 10.0 9.8 7.2 1.1 2.8 

14 天聖通賓 北宋 1023 24.9 21.0 8.8 6.9 1.0 3.2 

15 天聖通賓 北宋 1023 24.8 21.2 9.0 7.1 1.1 3.3 

16 天聖通賓 北宋 1023 24.9 20.5 9.0 7.2 1.3 3.2 

17 景祐元賓 北宋 1034 24.6 20.5 8.4 7.1 1.2 3.5 

18 皇宋通賓 北宋 1038 24.5 20.0 8.4 6.4 1.1 3.2 

19 皇宋通賓 北宋 1038 24.8 20.2 8.9 6.9 1.0 2.9 

20 皇宋通賓 北宋 1038 24.5 20.0 9.5 7.5 1.0 2.9 

21 皇宋通賓 北宋 1038 24.5 20.7 9.0 7.5 1.0 2.6 

22 至和通費 北宋 1054 22.8 19.5 8.2 7.0 1.0 1.6 

23 嘉祐通費 北宋 1056 25.2 20.0 9.0 7.3 1.0 3.0 

24 元豊通賓 北宋 1078 24.5 19.5 8.5 6.9 1.0 3.0 

25 元豊通賓 北宋 1078 24.2 20.0 8.8 5.9 1.1 3.4 

26 元豊通賓 北宋 1078 23.2 18.7 8.0 6.2 1.5 2.7 

27 元祐通賓 北宋 1086 24.2 19.4 8.7 7.1 1.1 3.3 

28 紹聖元賓 iヒ宋 1094 24.0 20.0 8.9 7.0 1.2 2.4 

29 聖宋元賓 北宋 1101 24.2 20.5 8.3 7.0 1.6 3.9 

30 関稽通賓 南宋 1205 23.8 21.3 8.3 6.9 1.1 2.2 
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第5章まとめ

旧石器時代 ソフトローム層 (m層)中から 7か所の石器集中地点を検出した。

調査時の出土層位の所見や図面上での土層セクションへの投影から、各地点を層位的に分離する確たる

データを得ることはできなかった。

器種組成・石材構成によって大きく 3つのグループに分離される。

石器集中 1-4 舌状台地縁辺に平行して石器群が隣接する。周縁調整の尖頭器を主体とする。珪質頁岩

54%、黒曜石42%の割合で、両石材が石器群の大半を占める。黒曜石の占める割合は各集中地点で異なり、

石器集中2が約6割近くで高い割合を示す。次は石器集中 3で約4割を占める。石器集中 1と石器集中4

は小規模な集中地点であり、黒曜石は1点しか含まれない。尖頭器には黒曜石製の1点を除き、すべて珪

質頁岩が用いられている。

尖頭器はすべて剥片素材で周縁調整を施したものである。以下に、その形態的特徴を挙げる 0

.最大幅は器体中央から下半部を中心とする。

-基部端は尖るものとそうでないもの2者がある。

-素材剥片は縦長のものに限らず、横長幅広のものを横位・斜位に設定するものもある。

・調整は主要剥離面側から背面に向かつて、周縁に急角度調整が連続的に施されるが、必ず全周に施され

るというわけではなく、必要がなければ未調整のまま残される縁辺も存在する。また、素材剥片の打癌部

が残置する場合は、ほほ例外なく、主要剥離面側に平坦剥離が施される。

-縦長の素材剥片の場合、不要な部分、特に打福部は折断によって除去した後に周縁調整が施される。

このような周縁調整を特徴とする尖頭器は他の形態的特徴を有する尖頭器と一緒に、客体的な存在とし

て検出されることが多く、これを主体とする石器群は下総台地では比較的少ない。千葉市南河原坂第3遺

跡のD地点やE地点第I文化層は、珪質頁岩を用いた周縁調整加工の尖頭器が主体を占める数少ない石器

群で、一緒に両面調整が施された中型の尖頭器が客体的に検出されている 1)。

また、佐原市伊地山石塔前遺跡第 1文化層 2)では、本遺跡と同様のクリーム色から褐色を呈した珪質

頁岩を主体とした石器群が検出されている。尖頭器は周縁加工のもので、片面に限らず両面に調整が施さ

れるのが特徴的である。彫刻万形石器も組成し、石器組成の点でも本遺跡に近い。調整痕のある剥片は連

続した急角度調整によるもので、本遺跡における尖頭器製作の調整技術を訪梯とさせる。石器集中は径約

15mの狭い範囲に3地点が点在し、遺物量は第1プロックに偏り、第2・3プロックは小点数で構成され

る。このようなプロック構成も本遺跡に類似する。

ところで、本遺跡で行われた珪質頁岩の剥片剥離には、分厚い石刃や剥片を素材とした石核(石器集中2・

3)が用いられているが、最終的に掻器状に縁辺が整えられている。このような例はあまり見あたらない。

そして遺跡内の剥片剥離全体については、珪質頁岩によるこのような尖頭器の素材剥片生産と周縁調整に

よる仕上げ作業の他に、黒曜石を用いたプロック状の石核による剥片剥離が一部に見られる。また、珪質

頁岩には他に、比較的大きなポイントフレイクが伴出していることから、遺跡内で小型の周縁調整尖頭器

以外に片面・両面調整の中~大型の尖頭器が作られていた蓋然性が高い。
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空港予定地内では、いくつかの遺跡で尖頭器石器群が検出されている。有樋尖頭器を主体とする石器群

として取香和田戸(空港Nu60)遺跡 3)・香山新田中横堀(空港Nu7)遺跡 4)があり、有樋尖頭器を伴わ

ない石器群が東峰西笠峰(空港Nu63)遺跡 5) ・ー鍬田甚兵衛山北(空港Null)遺跡 6)等で検出されてい

る。いずれの遺跡においてもソフトローム中の検出であり、層位的には細かな編年的な位置づけを与える

ことは難しいが、東峰西笠峰(空港Nu63)遺跡の黒曜石を主体とする片面加工の尖頭器石器群(旧)と安

山岩製の中型木葉形尖頭器石器群(新)、ー鍬田甚兵衛山北(空港Null)遺跡の幾何形ナイフ形石器群

(旧)と尖頭器石器群(新)などで相対的な層位的出土事例が確認されつつある。

また各遺跡で石材構成が偏っていることも注目され、編年的な位置づけと共に石材獲得と尖頭器形態の

関連性についても今後の課題として残された。

石器集中 5 小型のナイフ形石器を伴う石器群である。チャート製のナイフ形石器は基部を急角度調整に

より尖頭状に仕上げている。刃部は欠損によりはっきりしないが切出状を呈していたと思われる。いわゆ

る「終末期Jのナイフ形石器に位置づけられる資料である。グリッド一括資料にも、形態的に類似した小

型ナイフ形石器が検出されている。ナイフ形石器は搬入品で、集中地点内では安山岩による小規模な母岩

消費がなされているに過ぎない。

石器集中 7 細石刃石核を伴う石器群である。石材はチャートを用いている。細石刃石核2点と剥片2点

があるが、剥片のうち 1点は石器集中3の珪質頁岩Bと同一母岩であり、細石刃石核に伴う資料ではない。

つまり細石刃石核は、単独検出に近い形で出土したものである。

細石刃石核はいわゆる「野辺山型(野岳・休場型)Jと呼ばれるものの範障に入る。

1点は両設打面をもっ資料で、もう 1点は作業面を大きく剥取されている。後者には両極加撃による剥

離が施された可能性がある。

以上、周縁加工の尖頭器を主体とする石器群、幾何形のナイフ形石器を伴う石器群、細石刃石核を伴う

石器群の大きく 3つのグループが本遺跡で検出されたことが明らかとなった。編年的な関係については、

各石器群とも出土層位が皿層上部を主体としていることが調査時の所見で明らかとなっているが、細かな

上下差をそれらに対して与えることができないために、層位的な根拠を示すことが出来ない。一般的には、

ナイフ形石器を伴わない尖頭器石器群より、古く幾何形のナイフ形石器を伴う石器群を、新しく細石刃石

核を伴う石器群を位置づけるのが妥当なのであろう。現段階で異論を唱える具体的な根拠を提示すること

ができないが、いまだ流動的である。

縄文時代 検出された遺構は炉穴1基、陥穴7基と少ない。炉穴は舌状台地の先端に近い位置にある。陥

穴は北端部で谷沿いに 3基、中央部東側で尾根南側に4基とわかれる。谷沿いの3基は地形に規制されて

いるようで、長軸が等高線に平行か直角であるのに対して、南側の4基は現方位の南北を向いている。底

面が細くなるものは中央部東側に 3基、底面が小さく深いものは北端部に 2基、長方形で浅く、底面にピ

ットをもつものは両地点に 1基の2基がある。遺物は出土しておらず、時期の決め手はない。周辺遺跡で

の調査でも多数陥穴が検出されているので、陥穴猟の対象地として利用されたものであろう。

土器の出土は少なく、約180点が出土した。大半は周辺遺跡と同様、早期のものであるが、当遺跡では

晩期末の時期が少量存在していることが注目される。晩期安行式のものは、遺跡のある支谷の末端部にあ

たる東峰西笠峰(空港Nu63)遺跡 7)で出土している。この谷沿いに晩期の遺物を出土する 2遺跡が存在

することとなるが、その解釈については今後の課題として残された。
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奈良・平安時代遺構は検出されていないため、ここでグリ

ッド一括で取り上げられた土師器について紹介する(第34

図)0 2125グリッドから出土したもので、口縁が極端に屈曲

する小型の聾形土器である。口径は17.0cmである。口縁内外

面ヨコナデ、胴部には縦方向のケズリが施されている。

子剖イ
第34図出土遺物 (1/3)

注1 島田和高他 1996 r土気南遺跡群V 南河原坂第3遺跡j(財)千葉市文化財調査協会
2 新田浩三他 1990 r大栄栗源干潟線埋蔵文化財調査報告書j(財)千葉県文化財センター
3 新田浩三他 1994 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書四 取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)J (財)千葉県
文化財センター

4 西川博孝他 1984 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N-No.7遺跡一J(財)千葉県文化財センター
5 平野雅一・永塚俊司 1999 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書E一東峰西笠峰遺跡(空港NO.63遺跡)一』
(財)千葉県文化財センター

6 新田浩三 1995 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書区一一鍬田甚兵衛山北遺跡(空港No.ll遺跡)ーJ(財)
千葉県文化財センター

7 注 5文献
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写真図版
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